
このたびは、E3 Controller をダウンロードいただきまして、
まことにありがとうございます。
本アプリケーションを使うと、Disklavier E3または DKC-850
をリモートコントールできます。

無線ルーター

対応機種
iPad 2 / iPad / iPhone 4S / iPhone 4 / iPhone 3GS
iPhone 3G / iPod touch (第4世代, 第3世代, 第2世代)
* iOS 4.2 以上が必要です。

システム要件
Disklavier E3 バージョン 3.20 以降, または
DKC-850 バージョン 3.20 以降

はじめに

無線LAN

無線ルーター

LANケーブル



ください。

使用上のご注意
Disklavierと無線ルーターをLANケーブルで接続して、
iPhone/iPod touch/iPadのWi-Fi設定でそのネットワーク
を選択してください。
無線ルーターで構成しているネットワークが複数ある
場合は、Disklavierを有線接続したネットワークと、
iPhone/iPod touch/iPadを無線接続したネットワークが、
同一のものである（分離されていない）ことをご確認
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詳しくは機器のマニュアルをご覧ください。
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ボタン対比
基本画面

以下のボタンがあります:
[早戻し] ボタン
[録音] ボタン
[再生/一時停止] ボタン
[停止] ボタン
[早送り] ボタン



[+/YES] / [-/NO] ボタン

以下のボタンがあります:
[音量] ボタン
カーソルボタン
[セット] ボタン



[電源] ボタン
[機能] ボタン

以下のボタンがあります:
[戻る] ボタン
[セレクト] ボタン



スクロール領域

基本画面の下の部分をスライドすると、以降に記載される
ボタンが表示されます。



[メトロノーム] ボタン

以下のボタンがあります:
[音量] ボタン
[バランス] ボタン
[テンポ 移調] ボタン

[バランス] ボタンと [テンポ移調] ボタンについては、
次節をご覧ください。



[リピート] ボタン
以下のボタンがあります:

[A-B] ボタン
[パートセレクト] ボタン



以下のボタンがあります:
[システム] ボタン
[セットアップ] ボタン
[インターネット] ボタン
[数字] ボタン

[数字] ボタンについては、次節をご覧ください。



ポップアップ画面

以下のボタンがあります:
[閉じる] ボタン
[TG] スライダー, [-] ボタン, [+] ボタン, [リセット] ボタン
[オーディオ] スライダー, [-] ボタン, [+] ボタン, [リセット]

[ボイス] スライダー, [-] ボタン, [+] ボタン, [リセット] ボタン

[バランス] ボタンを押すと、この画面が表示されます。

ボタン



[テンポ 移調] ボタンを押すと、この画面が表示されます。

以下のボタンがあります:

[移調] スライダー, [-] ボタン, [+] ボタン, [リセット] ボタン

[閉じる] ボタン
[テンポ] スライダー, [-] ボタン, [+] ボタン, [リセット] ボタン



[数字] ボタンを押すと、この画面が表示されます。

以下のボタンがあります:
[閉じる] ボタン
数字キー
[サーチ] ボタン
[セット] ボタン
カラーボタン



[再生/一時停止] ボタン
[セレクト] ボタン

その他の機能
横画面

デバイスを横に向けると、この画面が表示されます。

以下のボタンがあります:
シークスライダー
カーソルボタン
[セット] ボタン
音量スライダー



オプション画面

[オプション] ボタン（基本画面の右下のボタン）を押すと、
この画面が表示されます。

以下のボタンがあります:
[閉じる] ボタン
[ピアノサーチ] ボタン
[ヘルプ] ボタン

これらのボタンについては、以降の節をご覧ください。



ピアノサーチ

オプション画面の [ピアノサーチ] ボタンを押したとき、
もしくはピアノと接続されていないときに、この画面が

以下のボタンがあります:
言語切替ボタン（英語、日本語）
[ピアノサーチ] ボタン

言語切替ボタンを押すと、表示文が英語と日本語で
切り替わります。

表示されます。



[ピアノサーチ] ボタンを押すと、ピアノを検索して、
見つかったピアノをリストに表示します。
接続したいピアノをタップしてください。

[デモモード] ボタンを押すと、デモモードに切り替わり
ます。デモモードでは、ピアノに接続しなくても
アプリケーションの操作を確認することができます。



パスコード画面

認証が必要な場合、この画面が表示されます。
Disklavierに設定したパスコードを入力してください。



ヘルプ画面

オプション画面の [ヘルプ] ボタンを押すと、この画面が
表示されます。

以下のボタンがあります:
[戻る] ボタン
[言語] ボタン

User's Guide is displayed



[言語] ボタンを押すと、この画面が表示されます。
ユーザーガイドの言語を変えたい場合は、言語を選んで、
[完了] ボタンを押してください。



ことをご確認ください。
アプリケーションを再起動してください。

トラブルシューティング
ピアノが見つからない

場合は、Disklavierを有線接続したネットワークと、
iPhone/iPod touch/iPadを無線接続したネットワークが、

ピアノを見つけたことが一度もないときは、Disklavierの
ファームウェアのバージョンが3.20以降であることを
ご確認ください。
無線ルーターで構成しているネットワークが複数ある

iPhone/iPod touch/iPadで選択しているネットワークが、
LANケーブルでDisklavierを接続したネットワークである

詳しくは機器のマニュアルをご覧ください。

パスコードを忘れた
Disklavierのマニュアルをご覧になり、パスコードを
ご確認ください。

同一のものである（分離されていない）ことをご確認
ください。
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